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１．はじめに
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図 1 動脈産業における MFCA                 図 2 静脈産業における MFCA 





















(3) 動脈産業と静 におけるインプットと改善の違い 















図 1 動脈産業における MFCA                 図 2 静脈産業における MFCA 



















































図 3              図 4 静脈産業における改善 
出所：安城（2007）へ加筆修正           出所：安城（2007）へ加筆修正 
 


















図 5 動脈産業と静脈産業における資源循環 
 
                出所：拙著（2015） 
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る負の製品が削減されることにな ．  
 
図 3 動脈産業における改善             図 4 静脈産業における改善 
出所：安城（2007）へ加筆修正           出所：安城（2007）へ加筆修正 
 
(4) 産業全体へ MFCA を導入する意義 
 上述のように，動脈産業と静 では，インプットが異なることから，産業間で資源が循
















図 5 動脈産業と静脈産業における資源循環 
 
                出所：拙著（2015） 
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図 3 動脈産業における改善             図 4 静脈産業における改善 
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5 動脈産業  
 
                出所：拙著（2015） 
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そして現在，我が国の動脈産業において導入されている MFCA は「日本版 MFCA」（國
部，2009:8）として世界へ発信され，2011 年 9 月に ISO14051 として規格化されるに至って
いる．日本版 MFCA が規格化に至るまでには進化の段階を経ているとされ，2000 年～2003
年が基礎的な開発段階，2004 年～2010 年が実践的な計算手法の開発段階，2006 年～2011 年
が効果の大きい適用対象の研究・拡張段階，そして 2011 年以降が効果的・効率的な MFCA
展開方法の研究段階とされる（下垣，2014:42）． 











Input（金額単位 : 円） Output（金額単位 : 円）
￥6,319 ￥5,136 ￥1,183
マテリアルの投入量と材料費 正の製品 負の製品
マテリアル 単価 量 金額 量 金額 量 ロス率 金額
素材 833 3,000㎏ 2,500 2,850㎏ 2,375 150㎏ 5.0％ 125 ＊１
洗浄溶剤 60 1,080㎏ 65 1,080㎏ 65
塗料 250 450㎏ 113 190㎏ 48 260㎏ 57.8％ 65 ＊２
希釈剤 110 540㎏ 59 540㎏ 59
凝集剤 100 300㎏ 30 300㎏ 30
水 0.10 20,000㍑ 2 20,000㍑ 2
マテリアルコスト小計 2,769 87.5％ 2,423 12.5％ 346 ＊３、＊４
廃棄物処理物量と廃棄物処理費用 正の製品 負の製品
廃棄物処理方法 量 金額 量 金額
１）揮発材料の回収、焼却 250㎏ 3 250㎏ 3
２）水に溶解させて回収、
凝固させ、廃液処理委託
化学物質の物量 755㍑ 15 755㍑ 15
処理水物量 20,000㍑ 400 20,000㍑ 400
３）残量回収、ドラム缶で処理委託 1,165㎏ 35 1,165g 35
４）有価で売却 160㎏ －3 160㎏ －3 ＊５
廃棄物処理コスト小計 450 450
MFCA 対象製品、部門、ラインに配賦される費用 正の製品 負の製品
区分 費目 使用量 金額 金額 金額
エネルギーコスト 電力 30,000wh 600 87.5％ 525 12.5％ 75 ＊6、＊7
システムコスト 労務費 1,500 87.5％ 1,313 12.5％ 187
システムコスト 減価償却費 1,000 87.5％ 875 12.5％ 125
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案においては、試案の MFCA バランス集計表を作成し、改善のターゲットを明確にする。 
４．事例
（1）ELV リサイクルフロー












































案においては，試案の MFCA バランス集計表を作成し，改善 ターゲットを明確にする．  
 
4. 事例 
(1) ELV リサイクルフロー 
自動車解体業者 A 社を対象として，ELV リサイクルのフローを検討していく 5．図 7 に示す
ように，現在，A 社では，解体工程，破砕工程，および減容固化工程を通じて ELV リサイクル
を行っている． 
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(3) 試案 MFCA バランス集計表 
 前掲図 10 の新しいリサイクルフロー図と前掲図 11 のマテリアルフローから，試案の MFCA
バランス集計表を作成する．  
 全工程を対象とした試案の MFCA バランス集計表は以下の表 4 である．前掲表 2 の安城・
下垣（2011）による MFCA バランス集計表と比較して参照されたい． 
試案の MFCA バランス集計表では，他社（H 社）において，2014 年 11 月に，トヨタ VISTA，
















液類 367.84 円は，「40,000 円×12.58 ㎏÷1,368 ㎏」と計算する．同様に，洗浄溶剤からアウ
トプットする負の製品（洗浄溶剤）は，洗浄溶剤の購入価格と負の製品と正の製品の重量比か




㎏）から，「1,326.48 ㎏÷1,418.00 ㎏×100」と計算する．また，負の製品 6.45%は，負の製品
の重量（91.52 ㎏）とマテリアルの投入重量（1,418.00 ㎏）から，「91.52 ㎏÷1,418.00 ㎏×100」















Input（金額単位 : 円） Output（金額単位 : 円）
￥60,200.00 ￥71,513.83 ￥2,798.41
マテリアルの投入量と材料費 正の製品 負の製品
マテリアル 単価 量 金額 マテリアル 量 金額 量 ロス率 金額
ELV － 1,368.00㎏ 40,000.00 シュレッダー原料 946.42㎏ 21,492.27 ＊１
洗浄溶剤 6.00 50.00㎏ 300.00 HB・CB 6.20㎏ 259.00
エンジン 253.38㎏ 13,429.14
モーター 17.02㎏ 1,191.40
 ラジエータ 3.02㎏ 362.40
 ハーネス 13.20㎏ 4,224.00
アルミ付タイヤ 67.00㎏ 4,800.00
 触媒 3.24㎏ 6,800.00
洗浄後樹脂（製品） 17.00㎏ 340.00
液類 12.58㎏ 0.89％ 367.84 ＊２　＊３
バッテリー 8.12㎏ 0.57％ 237.43
異物 2.00㎏ 0.14％ 58.48
ダスト 10.00㎏ 0.71％ 292.40
減損 8.82㎏ 0.62％ 257.89
洗浄溶剤 50.00㎏ 3.53％ 300.00 ＊４
マテリアル量・マテリアルコスト小計 1,418.00㎏ 40.300.00 1,326.48㎏ 52,898.21 91.52㎏ 1,514.04
正負比率 100.00％ － 93.55％ － 6.45％ － ＊５　＊6
廃棄物処理量と廃棄物処理コスト 正の製品 負の製品
廃棄物処理方法 量 金額 量 金額
１）液類 : 処理委託 12.58㎏ 0.00 12.58㎏ 0.00 ＊7
２）バッテリー : 処理委託 8.12㎏ 0.00 8.12㎏ 0.00
３）異物 : シュレッダー処理 2.00㎏ 0.00 2.00㎏ 0.00
４）ダスト : シュレッダー処理 10.00㎏ 0.00 10.00㎏ 0.00
廃棄物処理量・廃棄物処理コスト小計 32.70㎏ 0.00 32.70㎏ 0.00
MFCA 対象製品、部門、ラインに配賦される費用 正の製品 負の製品
区分 費目 使用量 金額 金額 金額
エネルギーコスト 電力 95kwh 1,900.00 93.55％ 1,777.37 6.45％ 122.63 ＊８　＊９
システムコスト 労務費 9h 18,000.00 93.55％ 16,838.25 6.45％ 1,161.75
システムコスト 減価償却費 － － －
エネルギーコスト、システムコスト小計 19,000.00 18,615.62 1,284.38 ＊１0
出所：H 社・A 社提供データより作成５
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Input（金額単位 : 円） Output（金額単位 : 円）
￥2,600.00 ￥1,733.33 ￥1,159.06
マテリアルの投入量と材料費 正の製品 負の製品
マテリアル 単価 量 金額 マテリアル 量 金額 量 ロス率 金額
異物除去後樹脂 － 30.00kg － 破砕後樹脂 20.00kg －
　 ダスト 8.00kg 26.67％ 233.92
　 減損 2.00kg 6.67％ 58.48
マテリアル量・マテリアルコスト小計 30.00kg 0.00 20.00kg 0.00 10.00kg 292.40
正負比率 100.00％ － 66.67％ － 33.33％ －
廃棄物処理量と廃棄物処理コスト 正の製品 負の製品
廃棄物処理方法 量 金額 量 金額
ダスト : シュレッダー処理 2.00kg 0.00 2.00kg 0.00
廃棄物処理量・廃棄物処理コスト小計 2.00kg 0.00 2.00kg 0.00
MFCA 対象製品、部門、ラインに配賦される費用 正の製品 負の製品
区分 費目 使用量 金額 金額 金額
エネルギーコスト 電力 30kwh 600.00 66.67％ 400.00 33.33％ 200.00
システムコスト 労務費 1h 2,000.00 66.67％ 1,333.33 33.33％ 666.67
システムコスト 減価償却費 － － －
エネルギーコスト、システムコスト小計 2,600.00 1,733.33 866.67
出所：H 社・A 社提供データより作成
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Input（金額単位 : 円） Output（金額単位 : 円）
￥52,600.00 ￥64,915.05 ￥1,015.09
マテリアルの投入量と材料費 正の製品 負の製品
マテリアル 単価 量 金額 マテリアル 量 金額 量 ロス率 金額
ELV － 1,368.00㎏ 40,000.00 シュレッダー原料 946.42㎏ 21,492.27 ＊１
リサイクル樹脂 32.12㎏ － ＊２
HB・CB 6.20㎏ 259.00
 エンジン 253.38㎏ 13,429.14
モーター 17.02㎏ 1,191.40
 ラジエータ 3.02㎏ 362.40
 ハーネス 13.20㎏ 4,224.00
 アルミ付タイヤ 67.00㎏ 4,800.00
 触媒 3.24㎏ 6,800.00
液類 12.58㎏ 0.92％ 367.84 ＊３　＊４
 バッテリー 8.12㎏ 0.59％ 237.43
 減損 5.70㎏ 0.42％ 166.67
マテリアル量・マテリアルコスト小計 1,368.00㎏ 40,000.00 1,341.60㎏ 52,558.21 26.40㎏ 771.93
正負比率 100.00％ － 98.07％ － 1.93％ － ＊５　＊6
廃棄物処理量と廃棄物処理コスト 正の製品 負の製品
廃棄物処理方法 量 金額 量 金額
１）液類 : 処理委託 12.58㎏ 0.00 12.58㎏ 0.00 ＊7
２）バッテリー : 処理委託 8.12㎏ 0.00 8.12㎏ 0.00
廃棄物処理量・廃棄物処理コスト小計 20.70㎏ 0.00 20.70㎏ 0.00
MFCA 対象製品、部門、ラインに配賦される費用 正の製品 負の製品
区分 費目 使用量 金額 金額 金額
エネルギーコスト 電力 30kwh 600.00 98.07％ 588.42 1.93％ 11.58 ＊８ ＊９
システムコスト 労務費 6h 12,000.00 98.07％ 11,768.42 1.93％ 231.58
システムコスト 減価償却費 － － － ＊10
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